
市民公開講座「骨折もリウマチ
も早めの検査で予防できる！」

　いつまでも健康でいるために、ご
自身の骨を大切にするための具体的
な方法について学びましょう。

６月11日㈬、午後１時30分～３時
保健センター
講師　橋本 淳さん（医療法人樫本
会樫本病院）

30人　 無料（当日直接会場へ）

６月は食育月間

●「第３次健康とんだばやし21・
第２次食育推進計画・第２次自殺対
策総合計画」を策定
　本市では「誰もが安心して健やか
に暮らせるまちづくり」を基本理念
として、市民の一人一人が主体的な
健康づくりを進められるように、同
計画を策定しました。
　計画の分野別の健康づくり・食育
推進・自殺対策のための施策として、
①栄養・食生活（食育推進計画）、
②身体活動・運動、③休養・こころ
の健康（自殺対策総合計画）、④た
ばこ、⑤アルコール、⑥歯と口腔の
健康、⑦健康チェック、⑧ふれあい
づくりの８つの分野別の施策を中心
に取り組んでいきます。
●食育推進計画の基本理念
　食育推進計画では、「地域に根差
した食でつながるまちづくり」を基

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健
センター〔☎(28)5520・FAX(29)7760〕へ。実施医療機関
やその他の検診は４月号広報に折り込みの「令和７年度保健
事業案内」または市ウェブサイトをご覧ください。
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本理念として、①生活習慣病の予防、
②食事そのものを楽しむ・触れ合う

（共食）、③食育の知識を養う・育てる、
④地産地消！ 地域に根差したネット
ワークづくりを推進しています。
　さまざまな経験を通じて、「食」に
関する知識と、バランスの良い「食」
を選択する力を身に付け健全な食生
活を実践できる力を育みましょう。
●食生活を見直しましょう
　健康を維持し、病気を予防するた
めには、3食・楽しく・バランスよ
く食べることが大切です。基本の主
食（ごはん・パン・麺類など）、副菜（野
菜・キノコ・海藻など）、主菜（肉・魚・
卵・大豆など）を組み合わせた食事
だとバランスが良くなります。特定
の食材だけをかたよって食べるので
はなく、さまざまな食物を組み合わ
せるようにしましょう。
　また、食事は栄養だけでなく味（味
覚）や色（視覚）などの５感も刺激
します。色のバランスもとれている
とおいしそうで、食欲が湧きます。
　1日の食事の中でバランスが取れな
くても2 ～ 3日の間で、バランスが
良くなるように心がけてみましょう。
●ミニイベントを実施
　本市では食育月間に合わせてミニ
イベントを実施します。また６月中、
保健センターでパネル展示を実施し
ます。この機会にあなたの食生活を
見直してみませんか。

６月４日㈬、午前10時～正午
エコール・ロゼ（当日直接会場へ）
ベジチェック、豆つかみ、管理栄

養士による個別相談など

一生、自分の歯で食べるために
6月4日～10日は歯と口の健康週間

　本市では、無料で下記の歯科健診
を実施しています。
※健診自体は無料ですが、治療が必
要な場合、治療に伴う費用がかかり
ます。
●成人歯科健診

満20・30・40・50・60・70歳
の人（各年齢で１回）

問診、歯科健康診査、歯科保健指導
マイナンバーカードなどの本人確

認書類
●妊婦歯科健康診査

受診日に妊娠中の人
問診、歯科健康診査、歯科保健指導
妊婦歯科健康診査受診券（妊婦健

康診査受診券つづりの中にあります）、
母子健康手帳、マイナンバーカード
などの本人確認書類

いずれも実施医療機関へ　
※実施医療機関については「令和７
年度保健事業
案内」をご覧
いただくか、
保健センター
へお問い合わ
せください。
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　通院中の人も受けられますので、
ぜひ年に一度、同健診を受診し、日々
の健康づくりにお役立てください。
※実施医療機関など詳しくは、４月
に緑色の封筒で送付した特定健診受
診券に同封の「けんしんに行こう」
をご覧ください。
※75歳以上の人は、４月に府後期
高齢者医療広域連合より受診券が送
付されています。
※より多くの人に特定健康診査を受
けていただくために、コールセン
ターから電話でご案内することがあ
ります。

保険年金課（国民健康保険加入者
＝内線155、後期高齢者医療制度加
入者＝内線159）

献血にご協力を

６月15日㈰、午前10時～午後４時
エコール・ロゼ

※献血を受けていただける条件など
詳しくは、お問い合わせください。

市献血推進協議会〔☎（25）8261〕

おとなのけんしん実施中	
～特定健康診査のお知らせ～

　市国民健康保険に加入している40
～ 74歳の人を対象に、「特定健康診
査」を実施しています。これはメタ
ボリックシンドロームに着目し、高
血圧や糖尿病、脂質異常症などの生
活習慣病の発症や重症化を未然に防
ぐための健診です。

麻しん風しんの予防接種（MR）	
のご確認を

　麻しん（はしか）は、感染力が非常に
強く、命にかかわる重症の合併症を引
き起こすことも多くあり、大変危険な
病気です。風しんは、感染力が強く、妊
娠初期の女性がかかると難聴、白内障、
心臓病などを持った先天性風しん症候
群の子どもが生まれることがあります。
　この２つの感染症はワクチンで予
防することができ、２回の接種で確
実な免疫をつけることができます。
　また、学校入学時などで接種証明
が求められることが増えています。
母子健康手帳や接種済証などの予防
接種記録は大切に保管しましょう。
定期接種対象者　１期＝1 ～２歳未
満、２期＝平成31年４月２日～令
和２年４月１日生まれ
接種期間を延長　下記の人を対象に
接種期間を２年間（令和９年３月
31日㈬まで）延長します。
・平成30年４月２日〜 31年４月１
日、令和４年４月２日〜５年４月１
日生まれの人で、ワクチン
の供給不足により接種がで
きなかった人
・昭和37年４月２日～ 54年４月１
日生まれの男性で、令和７年３月
31日までに抗体検査を受
けた結果、風しん抗体価が
低いと判明した人

６月１日～７日はHIV検査普及週間

　富田林保健所では、無料・匿名で
HIV、梅毒、クラミジアの検査を受
けることができます。あなたとあな
たの大切な人のために、この機会に
検査を受けてみませんか。

第１・３水曜日（祝日は除く）、午
後１時30分～２時30分に受け付け
※当日直接会場へ。
※詳しい日程や検査の流
れは右図をご覧ください。

富田林保健所〔☎（23）2681〕

済生会富田林病院の案内
詳しくは、同病院〔☎（29）1121〕へ（月～金曜日（祝日は除く )、午前９時～午後５時）

皮膚がん検診 とき　６/18 ㈬、午後２時～４時 30 分　内容　皮膚がんを心配されて
いる人のために、皮膚科専門医師の視診による検診　費用　無料（予約制）

女性専用外来

とき　６/19 ㈭、午後１時～３時 30 分　内容　「気になる症状があるけ
れど受診する科目が分からない｣「男性医師だと恥ずかしくて聞けない」
など診察や治療の相談について女性医師が担当します
※診療時間は１人当たり 25 分程度。　定員　６人　費用　有料（予約制）

ベビー
マッサージ教室

とき　６/19 ㈭、午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分、午後１時～２時
内容　赤ちゃんとのふれあい、スキンシップの方法
定員　各６組　費用　700 円
申し込み　６/ ２㈪～、同病院へ（申し込み先着順）

富田林保健所の案内
　富田林保健所では「エイズに関する相談」、「医療機関に関する相談」、「こころ
の健康相談」、「エイズ抗体検査」、「梅毒血清反応検査」、「クラミジア抗原検査」、

「腸内細菌検査」、「ぎょう虫卵検査」、「飲用水・井戸水検査」、「骨髄バンクドナ
ー登録」などを実施しています。
　詳しくは同保健所〔☎（23）2681〕にお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

がん検診（費用は無料、電話予約可）
※保健センターで実施しているがん検診は、右図からも申し込みできます。

種　別 対　象　者 内　容 日　程　な　ど

胃がん

満 50 歳以上 ２年に１回
（昭和 50 年以前の偶数
年生まれの人）

問診、胃内視鏡検査
とき　４月号広報に折り
込みの「令和７年度保健
事業案内」に記載
※市ウェブサイトでもご
覧いただけます。
ところ　保健センターま
たは実施医療機関
申し込み　保健センター
または実施医療機関へ

（申し込み先着順、電話
申し込み可）
※詳しくは、保健センター
へお問い合わせください。

満 40 歳以上
（年度内に１回）

問診、胃部エックス線検査
肺がん
(結核健診含む) 問診、胸部エックス線検査

大腸がん 問診、便潜血反応検査

乳がん 40 歳以上 ２年に１回
（昭和の偶数年生まれの人）

問診、マンモグラフィ検査
（乳房エックス線検査）

子宮がん
20 歳以上 ２年に１回

（昭和の偶数年生まれの人、
平成の奇数年生まれの人）

問診、視診、内診、頸部細胞診
（医師が必要と判断した
場合のみ体部検診）
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